
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

玄
関
を
入
る
と
、
建
物
内
は
中
央
廊
下
で
仕
切
ら
れ
、
南
側
に
主
要
室
を
、
北
側
に
付
属
小

室
を
配
す
。
一
階
は
、
玄
関
よ
り
食
堂
、
客
間
、
撞
球
室
を
南
側
に
、
二
階
は
、
西
客
室
、
居

間
、
書
斎
、
寝
室
を
南
側
に
配
し
て
い
る
。

外
装
は
、
一
、
二
階
の
境
に
胴
蛇
腹
を
つ
け
、
一
、
二
階
の
窓
は
、
桟
を
井
桁
割
り
に
し
た

上
下
開
閉
窓
で
あ
る
。
軒
下
に
は
、
コ
ン
ソ
ー
ル
（console

・
渦
巻
形
持
送
り
）
を
配
し
て
、

軒
蛇
腹
を
廻
ら
す
。

新
海
竹
太
郎
は
、
北
白
川
宮
能
久
親
王
銅
像
を
完
成
し
た
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
を
彫
刻
家
と
自

覚
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
か
ら
帰
国
す
る
と
、
太
平
洋
画
会
で
作
品
を
発
表
し
、
か
つ
同
画
会
研
究

所
が
、
谷
中
に
設
立
さ
れ
る
と
、
美
術
講
話
に
も
精
進
し
た
。
講
話
ば
か
り
か
、
研
究
所
に
彫

刻
部
が
新
設
さ
れ
る
と
、
彫
刻
教
育
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
北
村
四
海
と
と
も
に
教
育
に
あ
た
り
、

堀
進
二
、
戸
張
孤
雁
、
中
原
悌

二
郎
ら
を
育
て
た
。
明
治
四
〇

年
秋
の
第
一
回
文
展
第
三
部
（
彫

塑
）
に
お
い
て
、
審
査
委
員
は

木
彫
家
、
塑
像
家
、
学
識
経
験

者
な
ど
、
広
く
均
衡
を
と
っ
て

選
出
さ
れ
、
竹
太
郎
も
委
員
の

ひ
と
り
と
な
っ
た
。
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
に
は
、
帝
室
技

芸
員
と
な
り
、
大
正
期
の
彫
刻

界
を
担
う
人
物
と
な
っ
た
。

大
正
時
代
の
竹
太
郎
は
、
大

正
五
年
に
福
島
安
正
大
将
騎
馬

像
、
大
正
七
年
に
大
山
巌
元
帥

騎
馬
像
を
制
作
し
た
。
こ
う
し

た
軍
人
騎
馬
像
は
、
竹
太
郎
の

得
意
と
し
た
従
来
の
主
題
延
長

上
に
あ
っ
た
作
品
だ
が
、
竹
太

郎
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
新
た
な

造
形
作
品
を
手
掛
け
た
。
そ
れ

は
、
現
代
社
会
に
生
活
す
る
人
々
の
造
形
表
現
で
あ
り
、
自
ら
の
彫
刻
対
象
の
幅
を
広
げ
た
と

い
え
よ
う
。
竹
太
郎
は
、
こ
の
新
試
作
を
明
治
四
十
五
年
の
『
書
画
骨
董
雑
誌
』
で
、「
浮
世
彫

刻
」
と
言
っ
た
。「
浮
世
彫
刻
」
は
、
義
太
夫
を
聴
か
せ
る
男
、
散
歩
す
る
子
連
れ
夫
婦
、
荷
車

を
ひ
く
夫
婦
、
相
合
い
傘
の
男
女
な
ど
を
造
形
表
現
し
て
い
る
。

有
栖
川
宮
威
仁
親
王
銅
像
は
、
竹
太
郎
が
「
浮
世
彫
刻
」
に
目
覚
め
た
以
降
の
作
品
で
あ
る
。

し
か
し
威
仁
親
王
銅
像
は
、「
浮
世
彫
刻
」
と
か
な
り
異
な
る
。「
浮
世
彫
刻
」
は
、
日
常
の
瞬

間
的
場
面
を
す
ば
や
く
と
ら
え
て
制
作
し
た
印
象
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
、
威
仁
親

王
銅
像
は
、
用
意
周
到
、
計
算
つ
く
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
竹
太
郎
の
真
骨
頂
と
も
い
え
る
騎

馬
像
の
流
れ
を
く
む
記
念
碑
的
彫
刻
で
あ
っ
た
。
大
正
十
年
、
落
成
さ
れ
た
有
栖
川
宮
威
仁
親

王
銅
像
は
、
現
在
、
台
座
が
新
造
さ
れ
て
天
鏡
閣
北
側
に
立
つ
。
そ
の
ブ
ロ
ン
ズ
雛
型
は
、
天

鏡
閣
二
階
の
書
斎
に
陳
列
さ
れ
る
。

註

１

「
湯
の
香
」
は
、
明
治
三
十
八
年
十
一
月
発
行
の
『
女
鑑
』
に
発
表
さ
れ
た
。

２

新
海
竹
蔵
�
『
新
海
竹
太
郎
伝
』（
昭
和
五
十
六
年
・
非
売
品
）

六
二
ペ
ー
ジ
。

３

『
二
六
新
報
』（
明
治
二
十
七
年
三
月
十
八
日
）。

４

註
２
前
掲
書

三
九
ペ
ー
ジ
。

５

大
正
十
一
年
八
月
『
新
小
説
』
九
月
臨
時
増
刊
に
「
美
術
批
評
家
と
し
の
森
さ
ん
」
記
載
、『
新
海
竹

太
郎
伝
』
に
も
採
録
（
二
一
一
ペ
ー
ジ
）
さ
れ
る
。

６

註
２
前
掲
書

三
九
ペ
ー
ジ
。

７

『
新
海
竹
太
郎
伝
』（
四
六
ペ
ー
ジ
）
に
よ
れ
ば
、
右
前
脚
を
隆
起
し
た
地
盤
に
つ
か
せ
た
の
は
、
地

震
大
風
等
の
災
禍
を
考
慮
し
た
た
め
と
あ
る
。

８

註
２
前
掲
書

四
七
ペ
ー
ジ
。

９

磯
崎
康
彦
「
ベ
ル
リ
ン
の
新
海
竹
太
郎
」、『
山
形
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
九
六
年
十
一
月
十
八
日
と
十
九

日
。

１０

註
２
前
掲
書

二
〇
二
ペ
ー
ジ
。

１１

明
治
三
十
八
年
四
月
『
日
本
美
術
』
第
七
十
五
号
に
記
載
、『
新
海
竹
太
郎
伝
』
に
も
採
録
（
一
五
六

ペ
ー
ジ
）
さ
れ
る
。

１２

註
２
前
掲
書

一
六
〇
ペ
ー
ジ
。（

い
そ
ざ
き

や
す
ひ
こ

福
島
大
学
文
学
・
芸
術
学
系
）

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
受
理

４．新海竹太郎 有栖川宮威仁親王（背面）ブロンズ ３．新海竹太郎 有栖川宮威仁親王（正面）ブロンズ

１２２ 福島大学研究年報 創刊号 ２００５年１２月
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で
き
る
。

竹
太
郎
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
生
活
は
、
質
素
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
苦
に
あ
え

い
だ
。
竹
太
郎
が
、
帰
国
を
突
然
決
定
す
る
の
も
、
金
銭
上
の
問
題
で
あ
っ
た
。『
新
海
竹
太
郎

伝
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
四
年
十
一
月
七
日
「
都
合
上
急
に
帰
朝
に
決
す
、
同
日
河
村
少
佐

に
は
か
る
」
と
あ
る
。

河
村
少
佐
は
、
か
つ
て
竹
太
郎
の
上
官
で
あ
っ
た
。
河
村
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
竹
太
郎
は
帰

国
に
さ
い
し
、
汽
船
賃
の
ほ
か
に
一
文
も
な
い
。
そ
こ
で
最
小
限
度
の
小
遣
を
与
え
た
と
い
う
。

し
か
し
竹
太
郎
は
そ
の
金
銭
で
彫
刻
用
小
道
具
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。

竹
太
郎
は
、
帰
国
の
途
次
、
イ
タ
リ
ア
を
巡
視
し
た
か
っ
た
が
、
金
銭
上
断
念
し
、
明
治
三

十
四
年
（
一
九
〇
一
）
十
一
月
十
四
日
に
ベ
ル
リ
ン
を
出
発
し
た
。
十
七
日
に
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル

ペ
ン
を
立
ち
、
二
十
二
日
に
ロ
ン
ド
ン
を
出
航
し
、
翌
年
（
一
九
〇
二
）
の
一
月
十
五
日
横
浜

へ
着
い
た
。

竹
太
郎
は
、
山
形
の
新
海
義
蔵
へ
一
九
〇
一
年
十
二
月
三
十
日
に
ロ
ン
ド
ン
よ
り
手
紙
を
書

い
た
。
手
紙
に
「
十
二
月
十
八
日
当
港
着
、
明
廿
二
日
出
航
」
と
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
五
日
間

滞
在
し
た
と
わ
か
る
。
霧
に
は
閉
口
し
た
よ
う
だ
が
、
美
術
館
を
見
学
し
、
ネ
ル
ソ
ン
提
督
記

念
柱
を
見
た
。
こ
の
ネ
ル
ソ
ン
像
と
対
比
す
べ
く
制
作
さ
れ
た
の
が
、
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
銅

像
で
あ
っ
た
。有

栖
川
宮
威
仁
親
王
銅
像

た
か
ひ
と

威
仁
親
王
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
一
月
、
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
の
第
四
王
子
と
し
て

生
ま
れ
た
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
海
軍
兵
学
校
予
科
卒
業
後
、
一
年
あ
ま
り
英
艦
に
乗

り
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
グ
リ
ニ
ッ
チ
海
軍
大
学
へ
留
学
、
二
年
あ
ま
り
し
て
帰
国
、

の
ち
日
本
海
軍
の
基
礎
確
立
に
力
を
注
い
だ
。
明
治
三
十
七
年
六
月
海
軍
大
将
、
大
正
二
年
（
一

九
一
三
）
七
月
、
五
十
二
歳
で
死
去
し
、
元
帥
府
に
列
せ
ら
れ
た
。

威
仁
親
王
没
後
、
銅
像
建
設
の
気
運
が
お
こ
り
、
東
郷
平
八
郎
を
代
表
と
し
て
、
建
設
計
画

が
進
め
ら
れ
た
。
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
北
白
川
宮
能
久
親
王
銅
像
を
す
で
に
制
作
し
、
軍
関
係

者
に
好
評
の
新
海
竹
太
郎
で
あ
っ
た
。

竹
太
郎
は
、
帰
国
の
さ
い
に
見
た
ネ
ル
ソ
ン
提
督
像
を
考
慮
し
つ
つ
、
ま
ず
威
仁
親
王
雛
型

を
制
作
し
た
。
親
王
は
、
海
軍
盛
装
姿
で
、
右
手
を
腰
に
あ
て
、
左
手
で
長
剣
を
握
っ
て
杖
と

す
る
。
身
体
を
若
干
左
側
に
傾
け
、
左
足
を
支
柱
と
す
る
。
雛
型
は
、
高
さ
六
八
・
〇
セ
ン
チ
、

塑
像
で
作
成
さ
れ
、
石
膏
ど
り
さ
れ
、
の
ち
ブ
ロ
ン
ズ
像
（
図
３
、
４
）
と
さ
れ
た
。
雛
型
は
、

大
正
九
年
春
頃
に
は
、
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
、
天
鏡
閣
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
竹
太
郎
が
明
治
三
十
八
年
に
書
い
た
「
彫
刻
の
大
作
法
に
つ
い
て
」に
照

ら
し
て
み
る
と
、
第
二
「
補
助
型
フ
ウ
ェ
ル
フ
ス
モ
デ
ル
」
に
、
ま
た
本
雛
型
に
該
当
す
る
の

で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
竹
太
郎
は
、
本
雛
型
よ
り
四
メ
ー
ト
ル
弱
の
威
仁
親
王
原
型
を
つ
く
っ
た
。
制
作
方

法
は
、
雛
型
と
原
型
と
の
間
に
あ
る
一
定
の
距
離
を
と
り
、
両
者
（
雛
型
と
原
型
）
の
中
心
を

同
一
の
水
平
線
上
に
お
き
、
一
方
の
雛
型
か
ら
シ
ュ
ル
ヒ
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
（Storchschnabel

）

を
利
用
し
て
、
原
型
骨
組
を
と
ら
え
た
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
方
法
は
、
お
そ
ら
く
ヘ
ル
テ
ル

の
も
と
で
学
び
、
そ
の
写
図
器
も
ド
イ
ツ
遊
学
中
に
購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
原
型
は
、
粘
土

か
石
膏
の
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
、
と
想
像
で
き
る
。
竹
太
郎
は
、「
彫
刻
の
大
作
法
に
つ
い
て
」

で
、

原
型
を
作
る
方
法
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
き
な
も
の
を
粘
土
で
作
っ
て
、
石
膏
の
壊

し
型
に
取
る
と
い
う
こ
と
は
余
程
困
難
で
も
あ
り
、
又
軟
き
土
で
大
き
な
も
の
を
組
立
て

る
と
い
う
こ
と
も
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
す
か
ら
そ
れ
は
直
接
に
石
膏

�

で
作
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
威
仁
親
王
原
型
は
、
石
膏
像
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

し
ょ
う

竹
太
郎
制
作
の
原
型
は
、
海
軍
造
兵
�
で
鋳
造
さ
れ
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
十
二
月
二

十
四
日
落
成
し
た
。
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
銅
像
は
、
巨
石
か
ら
つ
く
ら
れ
た
十
五
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
円
柱
に
の
せ
ら
れ
、
東
京
築
地
の
海
軍
参
考
館
前
に
置
か
れ
た
。
基
壇
は
装
飾
さ
れ
、
基

壇
な
ら
び
に
全
体
の
設
計
は
、
伊
東
忠
太
に
よ
っ
た
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）、
関
東
大
震
災
の
と
き
、
海
軍
参
考
館
は
倒
壊
し
た
も
の
の
、
威

仁
親
王
銅
像
は
倒
れ
ず
に
残
り
、
戦
後
に
至
っ
た
。
こ
の
銅
像
が
、
猪
苗
代
町
の
天
鏡
閣
に
移

設
再
建
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
で
あ
る
。
有
栖
川
宮
の
祭
祀
を
継
承
し
た
高
松
宮

宣
仁
親
王
の
発
案
に
よ
る
。

天
鏡
閣
は
、
威
仁
親
王
の
別
邸
で
あ
る
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
夏
に
竣
工
し
、
翌

年
、
東
宮
（
大
正
天
皇
）
東
北
巡
遊
の
さ
い
、
李
白
の
句
「
明
湖
落
天
鏡
」
を
参
照
し
て
、
天

鏡
閣
と
命
名
さ
れ
た
。

天
鏡
閣
は
、
木
造
二
階
建
て
（
一
部
三
階
）、
建
築
面
積
四
九
一
・
九
平
方
米
、
典
雅
な
ル
ネ

サ
ン
ス
式
洋
風
建
築
で
あ
る
。
南
面
の
中
央
に
八
稜
形
状
に
突
出
し
た
入
口
を
、
二
階
に
バ
ル

コ
ニ
ー
を
設
け
、
上
部
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
中
央
に
、
有
栖
川
宮
家
紋
章
を
唐
草
で
飾
る
。
そ
の
西

寄
り
に
翼
部
を
も
つ
。
西
面
に
玄
関
ポ
ー
チ
、
東
に
マ
ン
サ
ー
ド
屋
根
（
上
部
が
ゆ
る
や
か
な

勾
配
で
、
下
部
が
急
勾
配
の
屋
根
）、
北
側
に
越
屋
根
付
の
厨
房
を
お
く
。
平
面
は
、
コ
の
字
形

（
六
）

２００５年１２月 彫刻家新海竹太郎の有栖川宮威仁親王銅像と天鏡閣 １２３



ベ
ル
リ
ン
遊
学

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
パ
リ
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
明
治
政
府
は
、

わ
が
国
の
伝
統
的
古
美
術
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
美
術
作
品
も
出
品
し
た
。
多
く
の
美
術
家
は
、

こ
の
博
覧
会
を
機
会
に
渡
仏
し
た
。
竹
太
郎
も
こ
れ
に
乗
じ
、
彫
工
会
の
代
表
者
と
し
て
、
北

村
四
海
、
海
野
美
盛
ら
と
パ
リ
へ
向
っ
た
。
浅
井
忠
は
、
文
部
省
か
ら
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
命
ぜ

ら
れ
、
洋
画
研
究
の
目
的
で
明
治
三
十
三
年
二
月
、
神
戸
を
立
っ
た
。
竹
太
郎
は
、
パ
リ
で
、

浅
井
の
下
宿
を
訪
ね
て
い
る
。

パ
リ
万
国
博
で
は
、
ロ
ダ
ン
の
特
別
展
覧
会
が
催
さ
れ
、
竹
太
郎
も
興
味
を
も
っ
て
見
学
し

た
。
興
味
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
を
見
た
竹
太
郎
は
、「
変
な
彫
刻
」
だ
と
思
い
、

「
然
し
そ
の
う
ち
で
感
じ
た
の
は
、
カ
レ
ー
の
市
民
の
う
ち
で
鍵
を
持
っ
て
い
る
人
物
で
あ
っ

�た
」と
述
べ
て
い
る
。「
変
な
彫
刻
」
だ
と
思
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
の
竹
太
郎
が
、
西
洋
彫
刻
を

ギ
リ
シ
ア
彫
刻
を
中
心
と
し
た
懐
古
主
義
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
竹
太
郎
は
、
そ
の
後
、

ベ
ル
リ
ン
で
も
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
に
接
し
、
や
が
て
ロ
ダ
ン
の
作
風
を
理
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、「
初
め
変
だ
と
思
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ロ
ダ
ン
の
価
値
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
」

れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）、『
中
央
美
術
』
に
記
載
さ
れ
た
「
士
官
候
補
試
験
に
失
策
っ
て
」

に
よ
る
と
、
パ
リ
の
竹
太
郎
は
、
食
事
、
酒
、
芝
居
な
ど
に
出
費
が
か
さ
み
、
ド
イ
ツ
へ
留
学

し
て
い
た
友
人
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
「
余
程
安
く
生
活
が
出
来
る
よ
う
で
も
あ
り
、
又
研
究
の

便
宜
も
あ
る
様
」
だ
、
と
知
ら
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
三
十
三
年
六
月
末
に
パ
リ
を
立
ち
、

ベ
ル
リ
ン
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
陸
軍
の
軍
人
が
、
ベ
ル
リ
ン
に
か
な
り
お
り
、
か
つ

て
軍
籍
を
お
い
た
竹
太
郎
に
と
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
は
パ
リ
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
都
市
で
あ
っ
た
、

と
思
わ
れ
る
。

竹
太
郎
は
、
ベ
ル
リ
ン
駐
在
武
官
松
川
敏
胤
の
紹
介
で
、
明
治
三
十
三
年
八
月
末
、
エ
ル
ン

ス
ト
・
ヘ
ル
テ
ル
（ErnstH

erter,1846-1917

）
を
訪
ね
、
彫
刻
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、

ヘ
ル
テ
ル
は
、
ベ
ル
リ
ン
美
術
学
校
の
彫
刻
部
主
任
教
授
で
あ
っ
た
。

ヘ
ル
テ
ル
は
、
一
八
四
六
年
ベ
ル
リ
ン
で
生
ま
れ
、
同
地
の
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学

し
、
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
あ
と
、
彫
刻
研
究
の
た
め
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
へ
遊

学
し
た
。
帰
国
後
、
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
と
な
り
、
一
八
九
五
年
、
美
術
学
校
の
彫
刻
部
長
と
な
っ

た
。ヘ

ル
テ
ル
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
登
場
し
た
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク

様
式
追
究
の
官
学
派
彫
刻
家
で
あ
っ
た
。
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
は
、
冷
た
く
平
滑
な
形
態
か
ら
な

る
新
古
典
主
義
美
術
の
反
動
と
し
て
起
こ
っ
た
様
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヘ
ル
テ
ル
の
よ
う
に
、

古
典
様
式
に
準
拠
し
つ
つ
、
新
し
い
バ
ロ
ッ
ク
的
様
式
を
加
味
し
よ
う
と
す
る
作
家
も
か
な
り

い
た
。

ベ
ル
リ
ン
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
公
園
の
池
に
「
珍
し
き
漁
獲
」（der

seltene
Fang

）
と
い
う
ヘ

ル
テ
ル
の
彫
刻
が
あ
る
。
漁
師
が
、
人
魚
を
捕
獲
し
た
姿
を
と
ら
え
る
。
漁
師
や
人
魚
の
身
体

の
比
例
は
、
古
典
的
規
範
に
よ
り
つ
く
ら
れ
る
が
、
両
方
の
姿
態
は
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
。

人
魚
は
自
ら
の
身
体
を
ね
じ
り
、
か
つ
漁
師
と
複
雑
に
か
ら
み
あ
う
。
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
作
品

と
い
う
に
相
応
し
い
。

筆
者
は
ベ
ル
リ
ン
滞
留
中
、
ベ
ル
リ
ン
美
術
学
校
の
資
料
が
、
ブ
ン
デ
ス
ア
レ
ー
の
美
術
古

文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。
す
ぐ
同
文
書
館
を
訪
れ
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
学

生
名
簿
を
調
査
し
た
。
し
か
し
、
竹
太
郎
の
名
前
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
竹
太

郎
は
、
美
術
学
校
の
正
規
の
学
生
で
な
く
、
外
国
人
研
究
生
か
、
ヘ
ル
テ
ル
の
個
人
的
弟
子
の

�

ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
、
と
わ
か
る
。
後
者
の
可
能
性
が
高
い
。

竹
太
郎
自
身
は
、
ヘ
ル
テ
ル
の
工
房
で
仕
事
を
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

研
究
生
と
い
う
の
は
僕
の
外
に
、
美
術
学
校
の
研
究
科
の
学
生
が
二
人
ず
つ
、
二
週
間
か

�

三
週
間
毎
に
交
代
し
て
、
別
々
の
学
生
が
大
作
の
実
地
研
究
に
来
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

竹
太
郎
が
、
自
ら
を
「
研
究
生
」
と
い
う
の
は
、
美
術
学
校
研
究
科
の
学
生
と
い
う
意
味
で

な
く
、
ヘ
ル
テ
ル
の
個
人
的
研
究
生
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
竹
太
郎
の
学
習
は
、
主
に
ヘ
ル

テ
ル
の
ア
ト
リ
エ
で
お
こ
な
わ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ヘ
ル
テ
ル
の
ア
ト
リ
エ
は
、
当
時
、

ベ
ル
リ
ン
新
市
街
の
ウ
ー
ラ
ン
ト
通
り
に
あ
っ
た
。
竹
太
郎
は
、
ベ
ル
リ
ン
到
着
後
、
ハ
レ
シ
ェ

通
り
に
住
む
が
、
す
ぐ
に
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ゲ
ー
テ
通
り
へ
移
っ
た
。
こ
れ
は
、
ヘ

ル
テ
ル
の
ア
ト
リ
エ
が
近
く
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

竹
太
郎
は
、
ヘ
ル
テ
ル
に
月
謝
を
払
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
か
わ
り
、
日
本
か
ら
『
暁

斎
画
談
』
や
花
鳥
画
譜
を
取
り
よ
せ
、
師
に
贈
っ
て
嬉
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
竹
太
郎
は
、

ヘ
ル
テ
ル
の
誕
生
日
や
夜
会
に
招
か
れ
た
か
ら
、
両
人
は
か
な
り
親
し
い
師
弟
関
係
に
あ
っ
た

と
い
え
る
。

竹
太
郎
は
、
ヘ
ル
テ
ル
か
ら
レ
リ
ー
フ
の
概
念
や
技
法
を
学
ん
だ
。
ま
た
等
身
大
以
上
の
彫

刻
、
つ
ま
り
大
作
の
制
作
技
法
や
構
成
、
さ
ら
に
彫
刻
と
環
境
の
関
係
を
習
得
し
た
こ
と
は
、

ヘ
ル
テ
ル
学
習
下
の
大
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
レ
リ
ー
フ
に
関
し
て
は
、
帰
国
後
の
太
平

洋
画
会
第
一
回
展
覧
会
に
出
品
し
た
「
少
女
」
ら
数
点
の
作
品
に
、
そ
の
成
果
が
み
ら
れ
る
。

大
作
の
制
作
技
法
に
関
し
て
は
、
帰
国
後
の
数
々
の
騎
馬
像
に
、
成
果
の
あ
と
を
偲
ぶ
こ
と
が
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や
が
て
大
隊
長
渋
谷
在
明
の
耳
へ
も
入
っ
た
。
た
だ
こ
の
木
彫
は
、
入
隊
中
で
な
く
、
除
隊
後

に
完
成
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
渋
谷
は
同
郷
人
で
あ
り
、
竹
太
郎
に
後
藤
貞
行
を
紹
介
し

た
。
和
歌
山
県
出
身
で
、
し
か
も
軍
人
か
ら
彫
刻
家
と
な
っ
た
後
藤
貞
行
は
、
明
治
十
八
年
（
一

八
八
五
）
末
か
ら
、
農
務
局
畜
産
課
の
駒
場
農
学
校
に
勤
務
し
て
お
り
、
明
治
二
十
三
年
四
月

に
、
高
村
光
雲
の
推
薦
に
よ
り
東
京
美
術
学
校
雇
教
官
と
な
っ
た
。（
嘱
託
を
解
か
れ
た
の
は
、

明
治
三
十
一
年
四
月
で
あ
る
。）

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）、
満
期
除
隊
と
な
っ
た
竹
太
郎
は
、
後
藤
貞
行
の
援
助
を
得
、

寝
食
を
共
に
し
た
。
後
藤
は
こ
の
頃
、
高
村
光
雲
を
主
任
と
し
て
山
田
鬼
斎
、
石
川
光
明
ら
の

彫
刻
家
と
と
も
に
「
楠
木
正
成
銅
像
」
の
原
型
を
制
作
し
て
い
た
。
後
藤
の
担
当
し
た
の
は
、

楠
公
の
馬
で
あ
っ
た
。
竹
太
郎
は
、『
新
海
竹
太
郎
伝
』
に
よ
れ
ば
、
甲
冑
や
太
刀
を
つ
け
、
岡

倉
天
心
の
愛
馬
わ
か
く
さ
に
乗
り
、
楠
公
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
な
ど
、
後
藤
の
助
手
と
し
て
協
力

し
た
と
あ
る
。

「
楠
木
正
成
銅
像
」
の
原
型
は
木
彫
で
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
完
成
し
、
ほ
ぼ

三
年
を
か
け
て
岡
崎
雪
声
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
、
同
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
七
月
、
建
築
家

と
う
く
ま

片
山
東
熊
設
計
の
台
座
に
置
か
れ
完
成
し
た
。
竹
太
郎
は
後
藤
に
協
力
す
る
か
た
わ
ら
、
か
つ

て
ブ
ロ
ン
ズ
製
馬
の
置
物
を
模
刻
し
た
木
彫
と
同
じ
も
の
を
制
作
す
る
よ
う
、
近
衛
師
団
長
か

ら
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
機
縁
に
、
竹
太
郎
は
、
近
衛
師
団
長
小
松
宮
彰
仁
親
王
夫
妻
騎
馬
像

を
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
騎
馬
像
は
木
彫
で
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
秋
に
完
成

し
、
現
在
、
彰
仁
親
王
像
の
み
靖
国
神
社
遊
就
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

彰
仁
親
王
騎
馬
像
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
像
高
お
よ
そ
四
メ
ー
ト
ル
の
楠
公
像
を
日
々
観
察

し
、
か
つ
後
藤
に
協
力
し
た
体
験
は
、
竹
太
郎
が
、
大
型
騎
馬
像
を
自
ら
制
作
す
る
さ
い
に
生

か
さ
れ
た
。
こ
れ
こ
そ
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
の
北
白
川
宮
能
久
親
王
銅
像
―
―
原
型
は

木
彫
―
―
で
あ
る
。
こ
れ
は
竹
太
郎
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
代
表
作
で
あ
る
ば
か
り
か
、
彫
刻
家

と
し
て
自
律
を
促
し
た
作
品
で
も
あ
っ
た
。
竹
太
郎
自
身
、

こ
の
銅
像
は
自
分
に
と
っ
て
は
大
い
に
記
念
す
可
き
も
の
で
、
貧
弱
な
が
ら
彫
刻
家
と
し

て
今
日
あ
る
は
全
く
こ
の
銅
像
の
お
蔭
で
あ
る
。
其
れ
以
前
に
作
っ
た
も
の
は
素
人
細
工

�

に
過
ぎ
な
い
。

と
発
言
し
て
い
る
。

能
久
親
王
は
、
伏
見
宮
邦
家
親
王
の
第
九
王
子
と
し
て
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
二
月
に

生
ま
れ
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
仁
孝
天
皇
の
養
子
と
な
り
、
青
蓮
院
門
室
を
相
続
し
た
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
一
月
江
戸
へ
出
、
輪
王
寺
に
入
っ
た
。
戊
辰
戦
争
に
あ
っ
て
は
、

彰
義
隊
や
奥
羽
越
列
藩
同
盟
を
擁
護
し
て
官
軍
と
対
峙
し
た
た
め
、
降
伏
後
、
京
都
へ
護
送
さ

れ
て
謹
慎
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
宥
免
さ
れ
た
あ
と
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
ド
イ
ツ
へ
留

る
い
し
ん

学
し
、
七
年
間
プ
ロ
シ
ア
陸
軍
大
学
校
で
学
ん
だ
。
帰
国
後
、
陸
軍
に
籍
を
お
い
て
累
進
し
、

各
師
団
長
を
つ
と
め
、
日
清
戦
争
に
あ
っ
て
は
、
近
衛
師
団
長
と
し
て
出
征
し
た
。
明
治
二
十

八
年
（
一
八
九
五
）、
日
清
戦
争
は
終
結
し
た
も
の
の
、
台
湾
は
依
然
と
し
て
不
安
定
で
、
能
久

親
王
は
同
地
鎮
定
の
た
め
赴
い
た
が
、
台
南
で
マ
ラ
リ
ア
に
よ
り
病
死
し
た
。

竹
太
郎
は
、
日
清
戦
争
の
さ
い
、
予
備
役
と
し
て
明
治
二
十
七
年
十
二
月
に
応
召
し
、
近
衛

騎
兵
大
隊
へ
入
っ
た
。
中
国
大
陸
か
ら
台
湾
へ
渡
っ
た
竹
太
郎
は
、
師
団
長
能
久
親
王
の
配
下

で
あ
っ
た
。

竹
太
郎
は
、「
美
術
批
評
家
と
し
て
の
森
（
�
外
）
さ
ん
」
の
な
か
で
、
兵
士
の
水
筒
と
し
て

使
う
椰
子
の
殻
に
、
能
久
親
王
自
筆
の
「
伴
戦
扶
労
」
と
い
う
文
字
を
彫
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
、

�

と
い
う
。

竹
太
郎
が
、「
北
白
川
宮
能
久
親
王
銅
像
」
を
依
頼
さ
れ
た
の
も
、
台
湾
征
討
で
の
経
験
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
新
海
竹
太
郎
伝
』
に
よ
れ
ば
、

在
隊
中
か
ら
知
遇
を
受
け
て
い
た
渋
谷
在
明
、
河
村
秀
一
ら
の
諸
将
校
の
推
挙
も
力
が
あ
っ

�

た
で
あ
ろ
う
。

と
し
て
い
る
。
河
村
秀
一
は
、
台
湾
征
討
に
大
尉
参
謀
と
し
て
行
き
、
か
つ
竹
太
郎
と
同
じ
頃
、

ド
イ
ツ
へ
留
学
し
、
竹
太
郎
へ
金
銭
的
援
助
を
し
た
軍
人
で
あ
っ
た
。

竹
太
郎
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
五
月
に
能
久
親
王
銅
像
を
委
託
さ
れ
、
翌
三
十

年
そ
の
木
彫
雛
形
を
完
成
し
、
同
年
（
一
八
九
七
）
九
月
の
東
京
彫
工
会
第
十
二
回
彫
刻
競
技

会
に
出
品
し
、
銀
賞
を
獲
得
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
『
美
術
評
論
』
で
は
、
厳
し

く
批
判
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
批
判
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
馬
と
馬
上
人
物
と
の
比
例
が
悪
く
、

か
つ
馬
と
の
一
体
感
が
な
い
ば
か
り
か
、
品
位
に
欠
け
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
竹
太
郎
は
、
再
度
明
治
三
十
年
七
月
に
着
手
し
た
木
造
原
形
に
手
を
加
え
、
明
治
三

十
二
年
（
一
八
九
九
）
七
月
に
完
成
さ
せ
、
日
本
体
育
会
庭
内
に
て
公
開
し
た
。
そ
の
後
鋳
造

さ
れ
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
ブ
ロ
ン
ズ
と
な
り
、
さ
ら
に
片
山
東
熊
と
足
立
鳩
吉

に
よ
る
台
座
も
加
わ
り
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
二
）
一
月
、
近
衛
連
隊
営
門
前
に
設
置
さ

れ
て
、
除
幕
式
を
む
か
え
た
。
能
久
親
王
銅
像
は
、
竹
太
郎
の
出
世
作
と
な
り
、
現
在
、
東
京

国
立
近
代
美
術
工
芸
館
に
見
ら
れ
る
。

�

能
久
親
王
銅
像
は
、
馬
の
右
前
脚
を
折
り
曲
げ
、
幾
分
盛
ら
れ
た
地
面
に
接
す
。左
前
脚
は
、

深
く
折
り
曲
げ
て
地
上
か
ら
離
す
。
馬
の
重
心
は
、
後
脚
に
て
支
え
る
。
馬
上
の
能
久
親
王
は
、

右
手
に
双
眼
鏡
を
持
っ
て
う
し
ろ
に
た
ら
し
、
左
手
で
手
綱
を
に
ぎ
っ
て
馬
を
制
御
し
、
身
体

を
若
干
う
し
ろ
に
反
ら
す
。
馬
の
躍
動
す
る
一
瞬
を
と
ら
え
た
銅
像
で
あ
る
。

（
四
）
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東
京
大
学
医
学
部
教
官
玉
越
与
平
が
、
週
二
回
、
芸
用
解
剖
学
を
講
義
し
た
の
も
、
写
実
を

重
視
す
る
ラ
グ
ー
ザ
の
考
え
に
よ
っ
た
。
彫
刻
学
科
の
志
望
者
は
、
画
学
科
と
比
べ
て
少
数
で

あ
っ
た
た
め
、
官
費
で
就
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ラ
グ
ー
ザ
の
指
導
を
受
け
た
人
物
に
大
熊
氏
広
、
藤
田
文
蔵
、
佐
野
昭
ら
が
い
る
。
大
熊
氏

広
は
、
工
部
美
術
学
校
創
立
と
と
も
に
入
学
し
、
学
術
優
秀
な
る
故
に
、
同
校
彫
刻
学
科
の
助

手
と
な
り
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
へ
遊
学
し
た
。
帰
国
後
、

彫
工
会
や
文
展
で
活
躍
す
る
が
、
代
表
作
に
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
の
「
大
村
益
次
郎

銅
像
」、
明
治
三
十
六
年
の
「
有
栖
川
宮
銅
像
」
な
ど
が
あ
る
。
大
熊
や
、
ま
た
明
治
二
十
年

（
一
八
八
七
）
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
美
術
学
校
で
彫
刻
を
学
ん
で
帰
国
し
た
長
沼
守
敬
は
、
わ
が
国

の
彫
塑
史
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
工
部
美
術
学
校
は
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
廃
止
さ

れ
た
が
、
ラ
グ
ー
ザ
の
門
弟
、
ま
た
長
沼
ら
は
、
明
治
二
十
二
年
に
結
成
さ
れ
た
明
治
美
術
会

の
彫
塑
部
へ
活
躍
の
場
を
移
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
二
年
に
開
校
し
た
東
京
美
術
学
校
は
、
彫
刻
科
を
設
け
た
が
、
彫
塑
は
な
く
、
木

彫
の
み
で
あ
っ
た
。
指
導
し
た
の
は
竹
内
久
一
、
高
村
光
雲
、
石
川
光
明
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、

高
村
光
雲
に
師
事
し
た
米
原
雲
海
や
平
櫛
田
中
ら
は
、
彫
塑
で
な
く
、
木
彫
制
作
に
従
事
し
た
。

米
原
は
、
日
本
固
有
の
木
彫
振
興
を
掲
げ
て
彫
刻
会
を
設
立
し
、
わ
が
国
の
伝
統
的
木
彫
技
術

を
標
榜
し
た
。
ま
た
平
櫛
も
、
伝
統
的
木
彫
を
顧
み
つ
つ
、
新
し
い
木
彫
の
方
向
を
探
っ
た
。

木
彫
の
み
の
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
に
、
塑
造
科
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一

八
九
九
）
で
あ
っ
た
。
長
沼
守
敬
と
、
後
任
の
藤
田
文
蔵
が
指
導
に
あ
た
り
、
ラ
グ
ー
ザ
の
流

れ
を
受
け
継
い
だ
。
彫
刻
科
を
卒
業
し
た
武
石
弘
三
郎
、
高
村
光
太
郎
、
水
谷
鉄
也
ら
は
塑
像

制
作
に
進
み
、
西
欧
に
留
学
し
て
彫
刻
術
に
磨
を
か
け
た
。
と
り
わ
け
ロ
ダ
ン
に
師
事
し
た
荻

原
守
衛
が
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
帰
国
し
、
ま
た
ロ
ダ
ン
に
傾
倒
し
た
高
村
光
太

郎
が
、
翌
四
十
二
年
に
帰
国
す
る
と
、
わ
が
国
の
彫
塑
界
は
活
気
づ
い
た
。
荻
原
守
衛
の
影
響

の
も
と
、
中
原
悌
二
郎
と
戸
張
弧
雁
は
彫
塑
へ
転
じ
、
か
つ
朝
倉
文
夫
や
北
村
西
望
と
い
っ
た

彫
刻
家
が
、
や
が
て
表
舞
台
に
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

竹
太
郎
は
、
工
部
美
術
学
校
の
流
れ
を
く
む
作
家
ら
の
世
代
と
、
ロ
ダ
ン
の
影
響
の
も
と
、

華
々
し
く
台
頭
し
た
作
家
ら
と
の
中
間
に
位
置
し
た
。
竹
太
郎
は
、
木
彫
と
塑
像
の
一
方
の
み

に
縛
ら
れ
ず
、
木
彫
も
塑
像
も
制
作
し
た
。
し
か
し
木
彫
を
し
た
か
ら
と
い
え
、
わ
が
国
の
伝

統
主
義
を
固
守
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
塑
像
を
制
作
し
た
か
ら
と
い
え
、
ロ
ダ
ン
の
作

風
に
迎
合
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
竹
太
郎
が
遊
学
し
て
学
ん
だ
も
の
は
、
幾
分
時
代
遅
れ
の

官
画
系
ア
カ
デ
ミ
ス
ム
の
表
現
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
、
竹
太
郎
の
彫
刻
家
と
し
て
の
存

在
が
、
近
代
日
本
彫
刻
史
に
お
い
て
希
薄
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

彫
刻
家
と
し
て
の
自
律
を
う
な
が
し
た

「
北
白
川
宮
能
久
親
王
銅
像
」

新
海
竹
太
郎
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
二
月
五
日
、
山
形
市
十
日
町
に
生
ま
れ
た
。
同

町
小
学
校
で
修
学
し
、
十
六
歳
の
と
き
、
地
元
の
細
谷
塾
へ
入
っ
た
。
細
谷
風
翁
と
そ
の
子
細

谷
米
山
が
、
医
業
の
か
た
わ
ら
、
町
内
の
子
供
ら
に
漢
学
を
教
え
る
塾
で
あ
っ
た
。
竹
太
郎
は
、

息
子
の
米
山
か
ら
漢
学
、
漢
画
、
詩
文
な
ど
を
学
ん
だ
。
父
の
風
翁
か
ら
直
接
教
え
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
深
く
感
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
細
谷
米
山

が
他
界
し
た
た
め
に
、
細
谷
塾
は
閉
鎖
し
て
し
ま
っ
た
。

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）、
竹
太
郎
は
既
述
の
よ
う
に
、
陸
軍
士
官
を
志
し
て
上
京
し
た
。

竹
太
郎
が
軍
人
を
志
し
た
の
は
、
細
谷
風
翁
の
影
響
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
風
翁
は
、「
男
子
は

須
ら
く
軍
人
た
る
可
し
」
と
常
に
言
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
生
活
苦
の
竹
太
郎
自
身
、

士
官
に
な
れ
ば
生
計
が
安
定
し
、
か
つ
そ
の
月
給
で
親
を
養
い
え
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

上
京
し
た
竹
太
郎
は
、
小
学
校
の
補
助
教
員
を
し
た
り
、
筆
耕
な
ど
を
し
て
収
入
を
得
た
。

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、
士
官
候
補
生
試
験
に
失
敗
し
、
同
年
十
二
月
に
徴
兵
適
齢
期
に

あ
た
り
、
近
衛
騎
兵
大
隊
へ
入
営
し
た
。

竹
太
郎
は
、
近
衛
騎
兵
時
代
に
彫
刻
を
開
眼
し
た
。
最
初
に
七
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
馬
を

彫
刻
し
、
獣
医
官
を
嘆
賞
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
乗

馬
学
校
の
上
官
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
持
ち
帰
っ
た
ブ
ロ

ン
ズ
製
の
馬
の
置
物
を
木
で
模
刻
す
る
羽
目
と
な
っ

た
。
で
き
上
が
っ
た
模
刻
の
馬
（
図
２
）
は
、
原
物

よ
り
優
れ
て
い
る
と
の
評
価
を
仲
間
内
で
得
た
の
で

あ
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
下
士
集
会
所
の
看
守
の
任
に
あ
っ

た
竹
太
郎
は
、
同
所
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
語
本
馬
体
解

剖
書
を
偶
然
見
つ
け
た
。
馬
の
写
真
や
解
剖
、
と
り

わ
け
馬
の
写
実
的
な
表
現
に
驚
い
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
そ
こ
で
竹
太
郎
は
、
写
真
や
絵
画
で
こ

れ
ほ
ど
真
に
迫
る
表
現
が
で
き
る
な
ら
、
彫
刻
と
い

う
立
体
表
現
を
と
っ
た
な
ら
ば
、
よ
り
活
気
的
で
迫

真
的
に
な
ろ
う
、
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。

竹
太
郎
の
木
彫
の
馬
は
、
隊
内
で
評
判
と
な
り
、
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校
系
列
か
ら
大
熊
氏
広
で
あ
っ
た
。
彫
刻
部
の
出
品
は
十
九
点
で
、
こ
の
と
き
竹
太
郎
は
、「
ゆ

あ
み
」
と
「
露
営
」
を
出
品
し
た
。

「
ゆ
あ
み
」
は
、〈
ゆ
あ
み
〉
と
刻
ま
れ
た
高
さ
九
〇
セ
ン
チ
の
台
座
に
立
ち
、
石
膏
で
つ
く

ら
れ
た
一
九
〇
セ
ン
チ
あ
ま
り
の
女
性
像
で
あ
っ
た
。
今
日
よ
く
目
に
す
る
の
は
、
こ
の
原
像

で
な
く
、
こ
れ
か
ら
鋳
造
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
あ
る
。
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
は
、
台
座
が
省
略
さ

れ
て
い
る
。

「
ゆ
あ
み
」
は
、
ほ
ぼ
垂
直
の
立
像
で
あ
る
が
、
左
足
の
膝
を
わ
ず
か
な
が
ら
右
足
に
よ
せ

て
い
る
。
右
手
を
肩
か
ら
か
け
た
薄
手
の
布
に
運
び
、
左
手
を
右
手
に
か
る
く
の
せ
る
。
肩
か

た

ら
胸
・
腹
・
腰
・
股
へ
と
流
れ
る
よ
う
に
垂
れ
る
布
は
、
透
け
て
裸
体
が
み
え
る
ほ
ど
薄
手
で

あ
る
。
若
干
官
能
的
で
あ
る
が
、
気
品
の
あ
る
彫
刻
で
あ
る
。

く
す

お

こ

�

「
ゆ
あ
み
」
は
、
大
塚
楠
緒
子
の
短
編
小
説
『
湯
の
香
』
と
の
関
係
が
と
り
ざ
た
さ
れ
た
。

大
塚
楠
緒
子
は
、
詩
人
・
歌
人
・
小
説
家
で
、
夫
大
塚
保
治
が
漱
石
の
友
人
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
晩
年
、
漱
石
の
影
響
を
受
け
た
。
竹
太
郎
は
、
ド
イ
ツ
帰
国
後
、
東
京
帝
国
大
学
文
科

の
美
学
者
大
塚
保
治
の
助
手
と
な
り
、
親
交
し
た
。
竹
太
郎
は
、
大
塚
保
治
を
介
し
て
楠
緒
子

を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、
竹
太
郎
は
、
楠
緒
子
の
短
編
小
説
集
『
晴
小
袖
』
の
表
紙
を

装
幀
し
た
。『
湯
の
香
』
は
、
こ
の
な
か
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
話
の
筋
は
、

夏
の
間
、
伊
香
保
温
泉
に
滞
在
す
る
主
人
公
姫
は
、
美
人
で
名
家
の
令
嬢
で
あ
る
。
姫
は
、

侍
女
の
京
を
つ
れ
て
湯
元
へ
出
か
け
た
と
き
、
青
年
画
家
と
会
う
。
姫
は
、
京
に
羽
織
を
と
り

に
行
か
せ
、
そ
の
間
青
年
と
話
す
。
青
年
は
、
温
泉
と
い
う
題
で
作
品
を
描
い
た
が
、
モ
デ
ル

に
困
っ
て
い
る
と
言
う
。
姫
は
、
青
年
の
要
望
通
り
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
そ
し
て
京
が
、
羽
織

を
持
っ
て
急
い
で
戻
っ
た
と
き
、
す
で
に
青
年
の
姿
は
な
か
っ
た
。

文
中
の
「
綺
麗
な
形
の
少
女
が
裸
体
で
岩
蔭
で
湯
気
の
あ
が
る
温
泉
を
浴
ん
で
ゐ
る
」
と
か
、

ま
と

「
白
き
湯
気
に
身
を
纏
は
せ
な
が
ら
格
好
よ
く
岩
蔭
に
立
っ
た
」
と
か
あ
る
。
こ
う
し
た
文
章

は
、
竹
太
郎
の
「
ゆ
あ
み
」
を
想
像
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
『
湯
の
香
』
か
ら
の
連
想
以
外
に
も
、「
ゆ
あ
み
」
と
い
う
標
題
は
、
西
洋
美
術
の
伝

統
的
な
一
主
題
で
あ
っ
た
。
ゆ
あ
み
の
場
面
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
、
西
洋
の
彫
刻
や
絵
画
に

し
ば
し
ば
描
か
れ
た
。「
ゆ
あ
み
」
の
制
作
は
、
竹
太
郎
の
遊
学
に
よ
る
西
洋
美
術
研
究
の
成
果

の
ひ
と
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

『
新
海
竹
太
郎
伝
』
に
は
、

希
臘
擬
古
の
手
法
に
日
本
式
の
清
楚
な
観
音
の
よ
う
な
表
情
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

�

形
は
美
し
く
整
え
ら
れ
、
注
意
す
べ
き
作
と
思
わ
れ
る
。

と
あ
る
。「
ゆ
あ
み
」
は
、
明
治
政
府
に
買
上
げ
ら
れ
、
竹
太
郎
の
代
表
的
作
品
と
な
っ
た
。
竹

太
郎
は
、
数
々
の
軍
人
騎
馬
像
を
制
作
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
近
代
彫
刻
史
で
は
「
ゆ

あ
み
」
を
代
表
作
と
し
て
、
こ
れ
し
か
載
ら
な
い
場
合
が
多
い
。

「
ゆ
あ
み
」
を
除
い
て
、
他
の
作
品
が
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
理
由
は
、
竹
太
郎
の
彫
刻
家

と
し
て
の
履
歴
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
近
代
日
本
彫
刻
史
を
色
ど
る
作
家
た
ち
は
、
工
部

美
術
学
校
彫
刻
科
の
出
身
者
で
あ
り
、
ま
た
東
京
美
術
学
校
木
彫
・
塑
造
の
教
官
や
そ
の
卒
業

生
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
竹
太
郎
の
経
歴
は
、
著
し
く
異
な
っ
た
。

竹
太
郎
は
、
元
来
陸
軍
士
官
を
志
し
て
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
山
形
か
ら
上
京
し
、

士
官
候
補
生
試
験
に
失
敗
し
、
近
衛
騎
兵
大
隊
へ
入
営
し
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
七
年
（
一

八
九
四
）
三
月
の
『
二
六
新
報
』
・『
異
材
顕
秘
録

彫
馬
一
刀
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

今
は
如
何
見
て
も
一
箇
の
好
兵
士
と
な
り
し
若
者
、
志
望
も
境
遇
も
、
全
く
美
術
的
感
念

と
隔
り
在
る
こ
と
、
千
里
も
啻
な
ら
ず
、
彫
刻
の
趣
味
風
韻
な
と
に
は
、
夢
に
も
交
ら
ざ

て
ん
し
ゅ
ん

り
し
者
が
、
し
ほ
ら
し
や
、
一
た
び
画
馬
の
霊
に
触
れ
て
、
転
瞬
の
間
に
心
情
の
宇
宙
を

い
つ
き
ょ
う

転
覆
し
、
何
処
よ
り
か
噴
湧
す
る
美
術
の
逸
興
に
酔
う
て
我
、
我
を
忘
る
る
時
其
時
に
、

ひ

そ
う

か
ん

神
聖
な
る
美
の
天
女
は
、
忽
ち
彼
蒼
よ
り
来
降
し
玉
ひ
、
其
香
ば
し
き
温
か
き
活
き
た
る

ぼ
く
と
つ

息
を
、
此
男
（
竹
太
郎
の
こ
と
）
の
身
に
吹
き
込
み
玉
ひ
ぬ
、
こ
の
一
刹
那
に
、
朴
訥
な

�

る
一
兵
卒
は
死
し
て
、
一
箇
の
美
術
家
と
生
れ
代
れ
り

こ
の
「
異
材
顕
秘
録
」
で
は
、
竹
太
郎
の
彫
刻
家
と
し
て
の
開
眼
を
仏
具
師
の
家
に
生
ま
れ

た
こ
と
と
結
び
つ
け
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
彫
刻
家
へ
の
転
身
を
夢
の
よ
う
な
驚
き
だ
、

と
述
べ
て
い
る
。

竹
太
郎
は
少
年
の
頃
、
地
元
の
仏
師
か
ら
仏
像
彫
刻
を
学
ぶ
が
、
仏
師
を
目
指
し
た
わ
け
で

な
い
。
む
し
ろ
生
計
の
た
め
に
商
務
に
勤
し
み
、
や
が
て
陸
軍
士
官
を
志
し
た
。
つ
ま
り
竹
太

郎
の
本
業
と
す
べ
き
志
気
が
、
い
わ
ゆ
る
彫
刻
家
の
履
歴
と
か
け
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
近

代
日
本
彫
刻
史
に
お
け
る
竹
太
郎
の
表
舞
台
に
登
場
し
に
く
い
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
登
場
し
に
く
い
理
由
と
し
て
、
竹
太
郎
の
お
か
れ
た
年
代
層
の
問
題
が
あ
る
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
夏
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
（A

.Fontanesi,1818-82

）、
ラ
グ
ー
ザ

（V
.Ragusa,1841-1928

）、
カ
ペ
レ
ッ
テ
ィ
（G

.C
appelletti

）
ら
は
来
日
し
、
工
部
美
術
学
校

の
教
師
と
な
っ
た
。
彫
刻
学
科
を
担
当
し
た
ラ
グ
ー
ザ
は
、「
草
花
ノ
彫
刻
、
造
家
学
ニ
用
ユ
ル

動
物
彫
刻
、
肖
像
彫
刻
」
な
ど
を
教
え
た
。
ラ
グ
ー
ザ
に
よ
り
、
わ
が
国
へ
は
じ
め
て
彫
塑
が

移
植
さ
れ
た
。
油
土
に
よ
あ
る
実
物
写
生
や
モ
デ
リ
ン
グ
、
そ
し
て
石
膏
へ
の
移
し
は
彫
物
師
、

根
付
師
、
大
工
ら
の
木
彫
や
牙
彫
と
異
な
り
、
彫
刻
を
学
ぶ
も
の
に
と
っ
て
画
期
的
な
技
術
と

み
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
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刻
家
新
海
竹
太
郎
の
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
銅
像
と
天
鏡
閣
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崎

康

彦

〔
要
旨
〕

新
海
竹
太
郎
（
一
八
六
八
―
一
九
二
七
）
は
、
山
形
市
出
身
の
彫
刻
家
で
あ
る
。
近
衛
騎
兵
大
隊
入
営
中
、
好
評
と
な
っ
た
馬
の
木
彫
を
か
わ
き
り
に
、
彫

刻
家
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
。
後
藤
貞
行
か
ら
彫
刻
の
教
え
を
受
け
、
か
つ
ベ
ル
リ
ン
の
ヘ
ル
テ
ル
の
も
と
で
西
洋
彫
刻
を
学
び
と
り
帰
国
し
た
。
帰
国
後
、

発
表
し
た
「
ゆ
あ
み
」
は
、
竹
太
郎
の
代
表
作
と
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
以
外
に
、
一
連
の
軍
人
騎
馬
像
は
、
竹
太
郎
の
真
骨
頂
と
し
た
彫
刻
群
で
あ
っ
た
。
本

県
猪
苗
代
町
に
あ
る
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
像
は
、
海
軍
正
装
姿
で
、
天
鏡
閣
庭
園
の
柱
上
に
立
つ
。
か
つ
て
海
軍
参
考
館
前
に
立
ち
、
天
鏡
閣
へ
移
設
再
建
さ

れ
た
竹
太
郎
の
彫
刻
で
あ
っ
た
。

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈

新
海
竹
太
郎

天
鏡
閣

騎
馬
像

近
代
彫
刻
史

有
栖
川
宮
威
仁
親
王

新
海
竹
太
郎
の
彫
刻
家
と
し
て
の
位
置

新
海
竹
太
郎
は
、
明
治
・
大
正
期
に
活
躍
し
た
彫
刻
家
で
あ
る
。
活
躍
し
た
わ
り
に
は
、
高

村
光
太
郎
や
荻
原
守
衛
ら
と
比
べ
る
と
、
知
名
度
が
低
い
。
美
術
よ
り
近
代
文
学
の
研
究
者
に

知
ら
れ
た
彫
刻
家
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
近
代
文
学
の
両
雄
、
夏
目
漱
石
と
森
�
外
の

デ
ス
マ
ス
ク
は
、
竹
太
郎
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

漱
石
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
二
月
九
日
に
死
亡
し
た
。
臨
終
に
立
ち
あ
っ
た
森
田
草

平
か
ら
依
頼
さ
れ
た
竹
太
郎
は
、
十
二
月
九
日
の
深
夜
、
漱
石
の
石
膏
雌
型
を
と
り
終
え
た
。

一
方
、
�
外
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
九
日
に
他
界
し
た
。
夫
人
か
ら
の
願
望
に
よ

り
、
竹
太
郎
は
、
七
月
九
日
昼
頃
に
石
膏
雌
型
を
と
っ
た
。

デ
ス
マ
ス
ク
は
、
石
膏
・
�
・
寒
天
な
ど
の
材
質
を
顔
面
に
あ
て
て
型
ど
り
す
る
。
材
質
が

固
ま
る
と
、
顔
か
ら
は
ず
し
て
雌
型
と
す
る
。
雌
型
に
石
膏
な
ど
の
材
質
を
流
し
入
れ
て
型
を

ぬ
き
、
で
き
上
が
っ
た
像
が
デ
ス
マ
ス
ク
で
あ
る
。
デ
ス
マ
ス
ク
の
制
作
に
は
、
頭
部
の
左
右

両
側
に
一
人
ず
つ
い
た
方
が
よ
い
か
ら
、
二
名
の
制
作
者
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
漱
石

の
場
合
は
、
竹
太
郎
と
石
膏
師
の
宮
島
一
の
二
名
で
あ
り
、
�
外
の
場
合
は
、
竹
太
郎
と
息
子

の
新
海
竹
蔵
で
あ
っ
た
。

一
方
、
近
代
美
術
の
研
究
者
に
知
ら
れ
た
竹
太
郎
の
彫
刻
は
、「
ゆ
あ
み
」（
図
１
）
で
あ
ろ

う
。「
ゆ
あ
み
」
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）、
第
一
回
文
展
に
出
品
さ
れ
た
。
第
一
回
文
展

は
、
第
一
部
日
本
画
、
第
二

部
西
洋
画
、
第
三
部
彫
刻
か

ら
な
っ
た
。
彫
刻
の
審
査
委

員
は
、
東
京
美
術
学
校
木
彫

科
か
ら
高
村
光
雲
・
石
川
光

明
・
竹
内
久
一
、
同
校
塑
造

科
か
ら
長
沼
守
敬
・
白
井
雨

山
、
太
平
洋
画
会
か
ら
新
海

竹
太
郎
、
日
本
美
術
院
か
ら

新
納
忠
之
介
、
工
部
美
術
学
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